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◆今週の例会プログラム◆ 

2018 年 11 月 15 日（木）第 2397 回例会 

卓話 担当：水島教絵会員 

◆次週の例会プログラム◆ 

2018 年 11 月 22 日（木）第 2398 回例会 

卓話 担当：佐藤 修会員 

◆先々週のお客様◆ 
趙 雨桐様（米山奨学生） 
◇ロータリーソング◇ 
我等の生業 

◆出席報告 2018 年 11 月 1 日（第 2396）回例会）◆ 
会員数：30 名 出席者：18 名 出席率 69.23％ 
前々前回  2018 年 10 月 11 日  84.62％ 
  

 

◆会長の時間         会長 片山 秀樹 

 皆様こんばんは。本日は芸術の秋らしくアート

(芸術)についてお話いたします。 

先週の日曜日に「第 30 回 MOA 美術館箕面市児童作

品展」と「第 61 回箕面市民展」の表彰式に参列し

ロータリークラブ賞をお渡ししました。特に子供の

作品には大人では表現できないような楽しさや子

供らしさが伝わってくるものが多く見受けられ感

動した次第です。 

私はアート(芸術)について得意分野ではありませ

んでしたが美術館に行くようになってからは何と

なく面白さを感じることが出来るようになって来

ました。『開運!なんでも鑑定団』で活躍されている

中島誠之助さんの講演にて本物を見分けれるよう

になるにはどうすればいいのかを教わりました。最

初はわからなくても多くの本物を見ることにより

本ものが自然と見えてくるとのことです。また、美

術館では作品を順番に見ていく必要はなくランダ

ムに見ていくと自然と心に留まる作品が見つかる

ので最後にもう一度見てから帰るようにすればよ

り感動が残ると教えられました。それ以来、私は美

術の楽しみ方として実践しています。 

アートは美術にとどまらず音楽、ミュージカル、バ

レー、建築、歌舞伎、文楽、人形浄瑠璃など多くの

分野で感動させられるものがあります。皆様も芸術

の秋を機にチャンスがあれば感動を得に出かけら

れてはいかがでしょうか。 

 

 

◆幹事報告◆           幹事 林 たかみ 

・赤い羽根募金について 

 会員の皆様から２４，１２５円の募金があり、地区に 

 送りました。 

・ロータリーデーについて 

・ＩＭ１組ゴルフ大会の報告 

・左手のピアノコンクールのチケットについて 

 

◆理事役員会報告◆ 

・11 月 29 日特別例会について→ゲストは無料にて招待 

 

 

ＩＭ1 組ゴルフ大会 
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事務局執務時間：月・水・金 10：00～15：00、  木 14：00～21：00、  火・土・日・祝 ○休  

◆SAA報告◆ 

ニコニコ箱 

庄司修二会員：月初 

浦 収会員：皆様よろしくお願いいたします。 

佐藤修会員：誕生月 

西脇悟会員：誕生月 

芝野弘三郎会員：誕生月 11月で満 66歳になります。 

梶並昭彦会員、尾崎夏樹会員、河野優作会員 

米山奨学会 

川端崇且会員：月初 

片山秀樹会員、庄司修二会員、尾崎夏樹会員、浦収会員 

ロータリー財団 

西宮富夫会員：月初にて 寒くなりました。 

山下恵司会員：特に・・ 

林たかみ会員、庄司修三郎会員、庄司修二会員、尾崎夏

樹会員、岡内重信会員、浦収会員 

ポリオ基金 

岡内重信会員、尾崎夏樹会員 

 

 

◆フォーラム・ロータリー財団◆ 

         ロータリー財団委員長 浦 収 

 

ディスカッションテーマ 

■50周年を迎えるにあたって、今後の箕面ロータリー

クラブの未来の社会奉仕事業を行うべきか。 

・大阪大学にＲＡＣを作る案 

ＲＡＣを作るには資金が必要→奉仕金会計から拠出

しなければならない。現在の状況では難しい。戦略計

画委員会が長期計画で資金ねん出をはからないとい

けない。 

若い会員に多数入会していただきたい。 

例会場を地下鉄延伸の新駅に移設するなど例会費削

減のために工夫していきたい。 

・『箕面船場阪大前駅』は箕面を象徴するような駅に

なるので、案内板設置に向けて計画中。 

・行政、地域の他団体と一丸となって、何か活動でき

るのではいか、と考えている。 

・子ども向けの奉仕活動（情操教育や国際教育など） 

・50 周年をきっかけに市民向けに年に一度、何かイベ

ントをやってはどうか。 

・社会奉仕は資金がかかる。 

・My Rotary を通して世界のロータリアンに呼びかけ

るのはお金がかからない。 

・ポリオ撲滅はゴールに近づいているが、ゼロにはな

っていない。国連は水と衛生に関してロータリーの考

えに合っているので、箕面ロータリークラブとして呼

びかけをしたい。 

・子どもたちどうし、子供と大人の世代を超えたコミ

ュニケーションの場を作っていきたい。 

例えば、スポーツ選手を指導者として招待し、すおー

つ教室を開催する 

 

 

■箕面ロータリークラブにとっての奉仕とは何か？ 

■箕面ロータリークラブならではの奉仕とは何か？ 

（過去に行っていた奉仕事業で良いものがあれば） 

・第一に地域密着型の奉仕活動 

・出前事業 

・こども食堂の支援をしたい 

・『Help Me 』マーク（妊婦さんが電車などで席を替

わってほしいけど言いにくい場合に、気づいてもらえ

るようなストラップ）制作、寄贈を手掛けていきたい。 

 


